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一

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
建
設
に
つ

い
て

和

一
は
、
さ
き
に
吉
田
工
業
株
式
会
社
社
長

ワヨ一

吉
田
忠
雄
氏
よ
り
資
金
の
寄
付
が
あ
り

F

一
ま
し
た
が
、
の
び
の
び
に
な
っ
て
い
た

一
と
こ
ろ
、
こ
の
ほ
ど
建
設
す
る
運
び
と

一
な
り
ま
し
た
。

'
E
一

場
所
は
、
市
街
地
の
東
方
お
よ
そ

一

串
明
一

キ
ロ
の
八
千
谷
地
内

(
下
野
方
)
で
、

一
土
地
買
収
も
す
で
に
終
り
、

整
地
工
事

一
は
自
衛
隊
の
施
設
部
隊
に
よ
っ
て
、
近

一
く
工
事
に
と
り
か
か
る
こ
と
に
な
っ
て

一
お
り
ま
す
。

一

整
地
工
事
以
外
の
取
付
道
路
や
、
用

一
排
水
路
工
事
等
は
、
一

般
業
者
で
実
施

さ
れ
ま
す。

こ
の
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
面
積
は
、

約
三
万
三
千
平
方
米
(一

万
坪
)
で
自
然

の
谷
合
い
と
高
低
を
利
用
し
て
つ
く
ら

れ
、
積
約
一
五
O
メ
l

ト
戸
、

縦
約
二

ニ
0
メ
ー
ト

ル
の
長
方
形
の
敷
地
内
に

四
0
0
メ
ー
ト

ル
'
定
路
七
コ
ー

ス

(
巾

九
メ
ー
ト
ル
)、

長
さ

一四
O
メ
l

ト
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工

事
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直
線
走
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コ
ー
ス

(
巾
一
一
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メ

ー
ト
ル
)
を
と
り
つ
け
る
計
画
で
す
。

な
お
ス
タ

ン
ド
は
今
年
度
の
工
事
に
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骨
・定
取

含
ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
将
来
つ
く
ら

れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
用
排
水
に
と
く
に
意
を
用
い
て

魚

6
月

か

ら

納

付

ω万
円
の

給
与
者
で

6
月
に
は
昭
和

お
年
度
個
人
市
県

民
税
が
賦
課
さ
れ

ま
す
。そ
の
徴
収
方
法
と
し
て
特
別
徴
収
(

勤
務
先
で
給
料
支
払
い

の
際
徴
収
〉
さ

¥
j
Eれ
る
分
に
つ
い
て
は
、

5
月
引
日
ま
で

何
一
例
一
に
そ
の
税
額
を
通
知
し
、

6
月
分
の
給

別
腕
一
料
か
ら
来
年
3
月
ま
で

一
O
回
に
、
ま

9
使
一
た
普
通
徴
収
(
令
書
に
よ
っ
て
納
め
る

年
郵
一

幻
種
一

)
に
な
る
分
に
つ
い
て
は
、

6
月
中
旬

和
3
一
令
書
を
各
納
税
者
に
配
布
し
、

6
月
、

昭
第
一

/
人

一
8
月
、
日
月
、
来
年

1
月
に
納
め
て
い

一
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一

も
し
課
税
に
つ
い
て
間
違
い
が
あ
る

一と
恩
わ
れ
る
場
合
は
、
令
書
ま
た
は
特

)
一

別
徴
収
税
額
通
知
書
を
受
け
と
っ
た
日

け

一
か
ら
三
O
日
以
内
に
申
し
で
て
く
だ
さ

年
に
五
、

四

O
O円

な
お
課
税
の
方
法
は
前
年
と
同
じ
で

す
が
、
所
得
の
算
定
等
は
次
の
と
お
り

い
た
し
ま
す
。

所
得
算
定
基
準

市
県
民
税
は
、
均
等
割
と
所
得
割
の

合
算
額
で
課
税
さ
れ
ま
す
が
、
所
得
割

の
基
準
と
な
る
所
得
は
、
所
得
税
法
そ

の
ほ
か
の
所
得
税
に
関
す
る
法
律
の
規

定
と
そ
れ
ら
の
基
準
に
準
じ
て
算
定
し

た
前
年
中
の
所
得
で
、
種
類
別
に
は
次

の
よ
う
に
計
算
さ
れ
ま
す
。

ィ
、
利
子
所
得

そ
の
年
の
収
入
金
額

ロ
、
配
当
所
得

収
入
金
額
か
ら
そ
の
元
本
を
取
得

す
る
た
め
に
要
し
た
負
債
の
利
子

を
控
除
し
た
金
額

ハ
、
不
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所
得

(
貸
地
、
貸
家
〉

の

建
芸品
区え

着

工

工
事
を
行
う
こ
と
に
し
て
お
り
、
総
工

事
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一
千
二
百
万
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の
見
込
み
。

ハ
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版
は
グ
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ン
ド

の
位
置
略
図
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よ
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平
面
図
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総
収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を
控

除
し
た
金
額

ニ、

事
業
所
得

ハ
商
工
、
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、
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、
著

述
、
そ
の
他
〉

総
収
入
金
額
か
ら
必
要
な
経
費
を

控
除
し
た
金
額

ホ
、
給
与
所
得
(
俸
給
、
給
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賃
金

歳
費
、
年
金
、
恩
給
、
賞
与
)

収
入
金
額
か
ら
次
に
掲
げ
る
金
額

を
控
除
し
た
金
額

1
ぃ収
入
金
額
が
四
O
万
円
以
下
で
あ

る
場
合
、
二
O
%
に
相
当
す
る
金

額
乙
収
入
金
額
が
四
O
万
円
を
超
え
、

八
O
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
、
八

万
円
と
四
O
万
円
を
超
え
る
金
額

の
一
O
%
に
相
当
す
る
金
額
と
の

合
算
額

ふ
収
入
金
額
が
八

O
万
円
を
超
え
る

場
合
は

一一一

万
円

へ
、
退
職
所
得

収
入
金
額
か
ら
勤
続
年
数

一
年
に

つ
き
、
年
令
四
O
才
ま
で
の
期
間

は
三
万
円
、
五
O
才
ま
で
の
期
間
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子 と連す日 7 万 をを金
補同帯る 月 円 次 実 融
給時保確 1 以 の 施を
す に証 突 日 内 よし 緩
る市なか う、和

「交

通

診

断

」

…

ト
9

日
本
脳
炎

右
側
通
行
が
約
印
%

一

4
1

予
防
注
射

5
月
に
は
「
正
し
く
通
行
す
る
運
動
…

〉

日
本
脳
炎
の
予
防
注

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
魚
津
瞥
察
署
一

?r
荊
を
次
の
よ
う
に
行
い

で
は
、
運
動
実
施
前
の
4
月
と
運
動
期
的

こ

こ

ま

す

。
該
当
者
は
市
民

時

円

μ
二
二

問
中
に
真
成
寺
町
で
正
し
く
歩
く
人
の

や
与
ハ

一一一

一
全
員
で
す
が
、
は
[
め

交
通
診
断
を
し
て
み
ま
し
た
。

一

一一一

一
て

の
人
は
二
回
、
昨
年

戸
リ
ヲ

一一一一

受
け
た
人
は
一
回
注
射

そ
の
結
柴
を
み
ま
す
と
、
正
し
く
右

~
#
r-一一一一

M

J

/

、
二
二

し
ま
す
。

料
金

一
回
に

側
通
行
を
し
て
い
る
人
は
、

5
月
に
は

…
っ
き
五
O
円
で
す
。
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学
生
六
四
M
m
(
4
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八
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回
二
回

高
校
生
五
四

%
(
4
月
は
四
四
%
〉
一

問

片

貝

小

学

校

8
日

目

日

般
の
男
子
五
二
%
(
4
月
は
四
三
%
)
明

上
野
方

0

0

0

女
子
五
四
%
(
4
月
は
四
九
%〉
で
残
ザ

木

江

h

q

m

日

幻

日

一り
の
人
は
左
側
を
歩
い
て
い
ま
す
o
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経
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-
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等
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こ
れ
を
み
ま
す
と
、
正
し
く
通
行
す
一

村

木

タ

グ

M

一

.

平

松

倉

h
q

引

目

別

日

・
所

得

割

一

る
運
動
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
少
し
づ
つ

や

;

「

一

M

'

ヤヘ

η

4

0

0

0

市
民
税
の
所
得
制
額

(扶
養
控
除
な

一正
し
く
通
行
す
る
率
が
向
上
し
て
き
ま

m

u
u
v

ト

グ

グ

ど
を
し
た
後
の
も
の
)
に
対
し
て
一

一
し
た
。
し
か
し
全
般
的
に
み
る
と
六
O
W

肌

積

。
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7
日
7
月
刊
日

四

%

一

%

程

度
し
か
守
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ぉ
w

住

吉

h

q

o

o

初
万
円
の
給
与
者
の

一互
い
の
安
全
を
ま
も
る
た
め
「
人
は
右
一
注
射
時
間
は
午
後
1
時
か
ら
3
時
ま
で

市
県
民
税
の
計
算
例

一車
は
左
」
を
習
慣
づ
け
、
交
通
事
故
を
…

乳

幼

児

の

検

診

と

前
年
中
の
給
与
総
額
が
三
O
万
円
で一

m
f
i
-
-
J
i
i
i
v
…

結
核
予
防
注
射

扶
養
親
族
三
人
の
場
合
、
今
年
度
の
市
一
…

自
衛
官
の
募
集

ぷ

6
才
未
満
の
乳
幼
児
の
検
診
と
結
核

県
民
税
は
右
表
の
と
お
り
計
算
さ
れ
ま

一
…
受
付
期
間

7
月
日
日
ま
で

泌
予
防
注
射
を
校
守
別
[
行
い
ま
子
日
E

す
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麟
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腿
M
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注
射
場
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は
そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校
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舗
圃
欝
隣
組
翻
際
関

議

機
鶴

二

日
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5

ん
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一
V

時
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午
後
1
時
か
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3
時
ま
で
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す

議

盟

議

盟

四

闘

騒

什

レ

中
す
台
ど
さ
け
一
~
料
金
は
無
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で
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醤
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し

小

ま

リ

な

供

つ

一め

H
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パ
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一
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の
住
民
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(
レ
ン
ト
ゲ
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一
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国
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醗
轍
脳
輯
瞬
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瞬
鶴

起

j
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酢

ケ

弘

知

一一…

検
査
)
は
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7
月
4
日
(酉
布
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)
…

λγ調
練
蹴
麟
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醤
鵬
艦
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水

瀧
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ウ
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ら
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ま
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引
日
か
ら
解
き
ん

明

6
月
引
日
か
ら
い
よ
い
よ
ア
ユ
が
解

中

小

企

業

者

へ

融

資

す

ん
と
な
り
手
。

時

呉
東
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
で
は
、

預

託

金

制

度

を

実

施

~
こ
と
し
か
ら
は
毛
針
釣
り
を
楽
し
む
人

f
ん

匂
た
ち
の
た
め
、
次
の
よ
う
に
網
と
友
釣

日
り
の
禁
止
区
域
を
定
め
ま
し
た
の
で
、

た
だ
し
貸
付
期
間
な
ら
び
に
期
艮
吋
ー
円
組
合
で
は
皆
さ
ん
の
協
力
を
の
ぞ
ん
で

内
に
返
済
し
な
い
場
合
は
、
利
子
一
い
ま
す
。

補

給

を

行

い

ま

せ

ん

。

日

・
角
川
、
布
施
川
で
採
補
さ
れ
る
方
は

・
申
込
書
の
提
出
H

融
資
を
希
望
す
る
仏
呉
京
内
水
面
漁
業
協
同
組
合

(
千
田

方
は
商
工
水
産
課

(
水
族
館
内
)
山
製
材
所
附
近
)
で
許
可
書
を
受
け
て

に
あ
る
申
込
書
に
記
入
の
上
提
出
一
く
だ
さ
い
。
(
許
可
料
は
昨
年
と
同
じ
)

く
だ
さ
い
。

一
・
そ
の
ほ
か
の
河
川
で
竿
釣
り
さ
れ
る

・
申
込
期
日
H
6
月
日
日
か
ら
6
月
5
一

方
は
、
商
工
水
産
課

(
水
族
舘
内
〉

j

h

に
印
鑑
を
も
っ
て
屑
出
済
書
を
受
け

日
ま
で
。

回目

て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
に
つ

い
て
は
商
工
水
ア
友
釣
り
お
よ
び
網
の
禁
止
区
域

産
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日

ム

布
施
川
日
落
合
橋
か
ら
下
流
三
O

0
メ
ー
ト
ル
の
問

ム市県畏税額

OYH号制)(均噂古1])

4.480十200=4.680円 }

620+100=720円 j

市 民-税

県民;f~~

一O
O
円

老
令
、
母
子
、

障
害
年
金
は
証

書
記
入
の
郵
便
局
で
支
払
わ
れ
て

い
ま
す
。
該
当
者
で
ま
だ
受
け
て

い
な
い
方
は
早
〈
受
給
し
て
く
だ

さ
い

(
代
理
受
給
も
で
き
ま
す
〉

0
4
月

1
日
以
後
満
却
才
に
な
ら

れ
た
方
で
、
拠
出
制
国
民
年
金
加

入
該
当
者
は
、
印
鑑
を
も
っ
て
串

し
で
て
く
だ
さ
い
。

。
他
の
年
金
組
合
加
入
者
の
配
偶

者
は
任
意
加
入
で
す
。
印
才
以
下

の
方
は
い
つ
で
も
加
入
で
き
ま
ず

か
ら
申
し
で
て
く
だ
さ
い
。

A
角
川
H
国
道
八
号
線
永
久
橋
か
ら

上
流
四
五

0
メ
ー
ト
ル
の
区
間

こ
れ
ら
の
区
域
の
禁
止
期
間
は
6
月

引
日
か
ら
7
月
却
日
ま
で
で
す
。

福
祉
年
金

電
話
の
申
込
み
は

急
い
で
く
だ
さ
い

魚
津
電
報
電
話
局
で
は
、
明
春
新
し

く
架
設
す
る
電
話
の
申
込
み
を
受
け
つ

け
て
お
り
ま
す
。

申
込
み
が

6
月
中
旬
を
過
ぎ
ま
す
と

電
話
線
路
を
つ
く
る
工
事
等
の
都
合
で

来
春
に
な
っ

て
も
電
話
が
つ
き
ま
せ
ん

電
話
の
ほ
し
い
方
は
、
お
そ
く
と
も

6

月
刊
固
ま
で
申
込
ま
れ
る
よ
う
局
で
は

の
ぞ
ん
で
お
り
ま
す
。

詳
し
い

こ
と
は
電
話
局
加
入
係
(
電

話
二
O
O
番
〉
へ
お
問
合

せ
く
だ
さ

、
し
w

は
か
り
の
検
査

6
月
ロ
日
H
大
町
小
学
校

h
q

日
日
日
文
化
町
会
舘

h
q

同
日
H
村
木
小
学
校

h
q

同
日
H
道
下
保
育
園

時
間
は
各
場
所
と
も
午
前
川
時
か
ら

午
後

3
時
ま
で
で
す
。

漆
器
の
展
示
即
売
会

魚
津
漆
器
の
進
歩
を
県
内
外
に
広
く

宜
伝
紹
介
し
、
販
路
の
拡
張
を
は
か
る

た
め
、

漆
器
展
を
4
、
5
、
6
日
の
三

日
間
(
午
前
8
時
半
か
ら
午
後
5
時
ま

で
)
魚
津
水
族
館
二
階
で
行
い
ま
す
。

な
お
試
作
品
な
ど
多
く
出
品
さ
れ
ま

す
が
、
即
売
も
し
ま
す
。

N

H

K

 

「
の
ど
自
慢
素
人
演
芸
会
」

N
H
K
の
「
の
ど
自
慢
素
人
演
芸
会

」
の
公
開
録
音
は、

6
月
4
日

(
日〉

午
後
2
時
か
ら
村
木
小
学
校
で
行
わ
れ

ま
す
。な
お
こ
の
放
送
は
什
日
の
日
限
目
、

午
後
0
時
日
分
か
ら
1
時
ま
で
全
国
放

送
さ
れ
ま
す
。

広
報
の
配
布
に
つ
い
て

市
広
報
は
毎
月
1
日
に
市
役
所

…

を
発
送
し
、

区
長
さ
ん
を
通
じ
全
…

世
帯
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
配
布
一

さ
れ
な
い
と
き
は
お
問
合
せ
く
だ

…

さ

し

一



な
お
市
の
水
道
給
水
工
事
指
定
府
に

は
次
の
六
脂
が
あ
り
ま
す
。

高
松
工
業
水
道
部
(
新
塩
屋
町
〉

、

松
原
水
道
工
務
居

(
友
道
)
、
北
陸

配
管
株
式
会
社
(
村
木
〉、

畠
山
工

業
株
式
会
社

(
上
村
木
町
)
、
辻
鉄

工
有
限
会
社

(
餌
指
町
)
、
黒
崎
鉄

工
所
(
新
金
屋
町
)

寄

付

五、

0
0
0円
新
塩
屋
町
下
村
武
夫

(
父
弥
三
吉
死
去
に
よ
る
香
志
)

三、

0
0
0円
北

鬼

江

川
岸
久
吉

(
父
久
平
死
去
に
よ
る
香
志
)

二、

0
0
0円
荒

町

本

音

重

和

(
父
貞
次
郎
死
去
に
よ
る
香
志
)

五
O
O円
一

グ

-w
l
プ
よ
り

(
恵
ま
れ
ぬ
子
供
達
に
対
す
る

学
用
品
代
と
し
て
)

四

O
O
円

沼

田

清

(
拾
得
交
付
金
)

ニ
O
O円
三

ケ

高

島

嘉

一

〈
拾
得
金
に
対
す
る
報
労
金
)

い
ず
れ
も
社
会
福
祉
援
護
金
と
し
て

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
の
週
間
を
機
会
に
給
水

栓
の
パ
ッ
キ

ン
グ
取
替
え
の
無
料
サ

ー

ビ
ス
を
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
蛇
口

の
故
障
に
よ
り
ム

ダ
水
が
流

さ
れ
た
り
、
就
寝
後
の
悪
音
が
耳
ざ
わ

り
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な

と
き
は
水
道
課

(
電
四
四

0
・
八
九
八

番
)

へ
故
障
の
旨
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

水

道

水

を71
門口

(((((((((7mlij 

給

水

人

口
万

三

千

人

に

④上 水道

知
代
子
ち
ゃ
ん
富
山
県
一
に

赤
ち
ゃ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
で

富
山
県
赤
ち
ゃ
ん
コ
ン
ク

ー
ル
は
、

県
と
富
山
新
聞
社
が
共
催
で
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
幼
児
の
部
第
一
位
に
石
倉
知

代
子
ち
ゃ
ん

(
2
年
け
ヶ
月
、
餌
指
町

石
倉
吉
美
さ
ん
の
長
女
)
第
三
位
に
広

瀬
弘
美

(
1
年
7
ヶ
月
、
諏
訪
町
広
瀬

弘
市
さ
ん
長
女
)
が
入
賞
し
ま
し
た。

一
位
に
な
っ
た
知
代
子
ち
ゃ
ん
は
、

去
る
8
日
お
母
さ
ん
と
市
長
を
た
ず
ね

喜
び
の
報
告
を
し、

市
長
よ
り
お
ほ
め

の
こ
と
ば
を
受
け
ま
し
た
。
知
代
子
ち

ゃ
ん
は
幼
児
の
部
で

二
年
連
続
入
賞
し

乳
児
の
部
で
も
一
位
に
入
賞
し
て
お
り

ま
す。(
写
真
、
市
長
と
知
代
子
ち
ゃ
ん

と
お
母
さ
ん
)
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F
ム

上
水
道
水
源
の
的
確
な
湧
水
量
を、

常
時
測
定
す
る
た
め
、
横
枕
地
内
に
あ

る
導
水
管
調
節
井
に
せ
き
水
量
計
を
取

付
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
次
の
よ
う
に
全
給
水
区

域
が
一
時
断
水
ま
だ
は
水
圧
が
極
度
に

低
下
し
ま
す
の
で
、
水
道
を
利
用
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ん
に
は
大
へ
ん
お
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

ら

断

水

の

日

時

6
月
げ
日
午
後
8
時
か
ら

6
月
間
日
午
前

5
時
ま
で

な
お
水
圧
が
低
下
し
始
め
る
の
は
、

行
日
午
後
叩
時
頃
と
予
想
さ
れ
ま
す
が

断
水
時
聞
を
で
き
る
だ
け
短
縮
し
た
い

の
で
、

各
戸
で
は
、
不
要
の
水
の
出
し

放
し
の
な
い
よ
う
、
ま
た
断
水
時
間
中

は
火
の
元
に
充
分
注
意
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

危

険

な

有

機

燐

製

剤

撒

布

場

所

に

近

よ

ら

な

い

よ

う

に

ふ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
部
分
を
石
け
ん

で
よ
く
洗
い
、
衣
類
も
石
け
ん
で
よ
く

洗
っ
て
く
だ
さ
い
。
あ
や
ま
っ
て
薬
剤

を
の
ん
だ
場
合
は
、
医
師
の
く
る
ま
で

応
急
措
置
と
し
て
、
よ
く
う
が
い
を
し

た
あ
と
、
水
ま
た
は
食
塩
水
を
の
ま
せ

直
ち
に
咽
喉
に
指
を
差
し
込
み
、
胃
の

中
の
も
の
を
は
か
せ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

…中
毒
症
状
…

軽
い
も
の
は
食
欲
不
振
、
頭
痛
、
め

ま
い
、
幅
気
の
程
度
で
す
が
、
更
に
進

む
と
、
幅
吐
、
胃
腸
の
は
げ
し
い
痛
み

胸
内
の
苦
し
み
、
眼
の
か
す
み
、
よ
だ

れ
や
汗
が
多
く
出
る
等
の
症
状
が
現
わ

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
す
ぐ

医
師
に
連
絡
し
、
手
当
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

こ
と
し
も
有
機
燐
製
剤
を
使
う
時
期

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
薬
剤
は
、
農
作

物
の
病
害
虫
を
防
除
す
る
た
め
非
常
に

効
果
の
あ
る
も
の
で
す
が
、
同
時
に
人

聞
に
対
し
て
も
猛
毒
を
発
揮
し
ま
す
。

富
山
県
で
は
昭
和
幻
年
か
ら
使
用
さ

れ
、
そ
の
使
用
量
も
年
々
ふ
え
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
に
よ
る
事
故
も
毎
年
発
生

し
、
引
の
年
に
は
十
一
人

(
全
国
一

、
二

九
O
人
)
お
年
に
は

一
四
人
が
中
毒
あ

る
い
は
死
亡
し
て
お
り
ま
す
。

一事
故
の
防
止
…

さ
て
こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
薬
剤
が
撒
布
さ
れ
て
い
る
と
き

は
、
そ
の
附
近
に
近
よ
ら
な
い
こ
と
、

ま
た
風
下
の
家
は
窓
や
戸
口
を
し
め
て

薬
剤
が
入
ら
な
い
よ
う
注
意
す
る
こ
と

で
す
。
次
に
薬
剤
の
撒
布
箇
所
は
、
赤
旗
等

で
一
週
間
・
標
示
さ
れ
ま
ず
か
ら
こ
の
中

に
入
ら
な
い
よ
う
、
と
く
に
子
ど
も
さ

ん
の
水
遊
び
に
は
注
意
が
肝
要
で
す
。

…応
急
措
置

不
幸
に
し
て
薬
剤
を
か
ぶ
り
ま
た
は

ご

存

じ

で

す

か

人

権

擁

護

委

員

を

日本体操祭魚津市大会は、去る18日午前9

時半から魚高、束中グラウ ンドで行われ、や

く7500人の小中学生と婦人会、青年団員が参

加して行われました。

徒手、リ ズム、組立体操が次々 と演技され

そのあと婦人会員300人によるHしんきろうお

どり Hが披露されました。

〈写真束中生の〆ンス〉

先ヨE
~て

平
沢
豊
治
(
金
屋
町
)

朝
野
朔
郎
(
浜
経
田
)

加
藤
長
左
エ
門
(
村
木
)

人
権
擁
護
委
員
制
度
が
で
き
て
か
ら

6
月
1
日
で
十
二
週
年
を
迎
え
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
よ
り

委
し
よ
く
さ
れ
、
人
権
が
侵
さ
れ
な
い

よ
う
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

も
し
あ
な
た
が
例
え
ば
次
の
よ
う
な

問
題
で
困
る
場
合
に
は
泣
き
ね
い
り
し

な
い
で
、
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
秘
密
を
守
り

な
が
ら
富
山
地
方
法
務
局
に
連
絡
し、

あ
な
た
に
対
し
法
律
上
の
助
言
を
な
し

場
合
に
よ
っ
て
は
必
要
に
よ
り
さ
ら
に

訴
訟
援
助
の
手
続
き
も
し
ま
す
。

人
権
侵
害
を
な
し
た
加
害
者
に
対
し

て
は
、
こ
れ
を
調
査
の
上
、
関
係
機
関

に
通
報
す
る
と
か
、
ま
た
は
告
発
の
手

続
き
を
す
る
な
ど
し
ま
す
。

な
お
当
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の

と
お
り
で
す
。

藤
井
秀
信
(
川
原
町
)

操盛大だった体

蚊
、
ハ
エ
を
退
治
し
よ
う

動
力
噴
露
機
の
利
用
を

こ
れ
か
ら
は
日
本
脳
炎
や
赤
痢
な
ど

が
発
生
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
病
菌
を
媒

介
す
る
の
は
蚊
や
ハ
エ

で
す
が
、
こ
れ

ら
を
駆
除
す
る
こ
と
は
勿
論
、
環
境
衛

生
に
気
を
つ
け
て
、
そ
の
発
生
源
を
な

く
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
れ
に
は
お
互
い
の
協
力
が
な
け
れ

ば
で
き
ま
せ
ん
が
、
部
落
や
町
内
で
下

水
溝
や
便
所
等

の
消
毒
を
さ
れ
る
場

合
、
市
に
は
動
力
噴
霧
機
が
あ
り
ま
ず

か
ら
、
使
用
の
希
望
が
あ
れ
ば
保
健
衛

生
課
へ
申
込
ん
で
利
用
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
薬
剤
は
使
用
者
の
負
担
に
な
り
ま

す。

ア
メ
リ
カ
シ

ロ

ヒ
E
r
n
y

田園田園威

♀ 地と とアる外 てO で名を
買 にを県い lこ貨チいO球二、 導 市
すは目でわ Jレとがユま万根 O面入内
中多様もれ当、獲 l す球は O積しの
島くに ーて り将得リ 。 、今ア三栽チ
地栽 しOお粗来で ツ 面年 l ア培ユ
内の 培 て ケり収もきフ・ 積度 Jレ lを l
ほをお年ま入 需 るは 一 二 に Jレ開リ
揚 し り計す五要 こ、 0五達で始ッ
23たま画。 |にと 水 へ 万 ししし プ
苧いすで 七心、田 ク球またたは
るもの一 万配価裏 タで しがと
梢のでO 円が 格作 lすた、き 昭
傷で、倍 は少がと Jレが D現は和
野す市に 困 な 安 し を、 在、25
訴。 内伸 難く定て 目将 は栽年
検でばで、し適 標来 ニ培 に
書 もす なーてし には七者原
5 適こ いOい、 し二 名七種

ムムム ム すくな 保れ Oな
返利貸 借 取。あ金貸こま万い 国 聞

を思済日息分付い回受扱 り融付れし円消民 符
受給方歩 11 以限る以入要 、に の はたか費金 給
け 等法 一 年内皮も上資領 こ依 存公。 ら資融 消相
元の 11 銭手Ij(¥ 11 の恩格 れ存在庫 ニ金公費 t一
利給担六六消現 給 11 を す をの Oの 庫 資墜
金与保厘分費在 等現 防る 知 扱 万貸の 金貨
に 金 と 、、 受 の在 ぐ恩らつ 円 付 1jjlj20 .f‘ 
充をし 月事給支年 の 給なて にが度 万 υ
当公て利業額給金 が受い い 引、改 円
し庫預 五 資のをと 給 た る き従正 ま
まがか 厘金二受 し 目者め恩 あ来に で
す 支つ 共年けて 的が高給げのと
。給た )半てー で多 利担 らーも

ら

発

生

l

上

句

も、

こ
と
し
も
ア
メ
リ
カ

シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
ハ
見
つ
け
た
場
合
は
、
農
林
課
へ
ご
連

出
る
頃
と
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
の
発
絡
願
い
ま
す
。
)

生
状
況
か
ら
み
て
農
村
部
に
蔓
延
が
予

勺
i
l
-
-
:・
l
・l
i
-
-

想
さ
れ
ま
す
。

一

将

来

性

あ

る

発
生
す
る
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
一
チ

l
ユ
リ
ッ
プ

・
魚
津
高
校
な
ら
び
に
東
部
中
の
周
辺

一

球

根

の

栽

培

・
魚
津
駅
の
周
辺

一

h

・
漁
港
な
ら
び
に
新
地
周
辺

一

-
田
方
町
、
大
町
周
辺

-

・
住
吉
、
三
ケ
周
辺

一

庭
木
、
街
路
樹
等

(
さ
く
ら
、
プ
ラ

…

タ
ナ
ス
、
ポ
プ
ラ
、
桑
、
イ
チ
ヂ
ク
)
一

に
く
も
の
巣
状
の
も
の
を
発
見
し
た
ら

一

す
ぐ
に
こ
れ
を
切
り
と
り
焼
き
捨
て
て
一

く
だ
さ
い
。
発
生
の
時
期
は

6
月
上
旬

↑

か
ら
7
月
下
旬
ま
で
で
す
か
ら

一
週
間

一

に
二
、
三
回
程
度
周
辺
の
樹
木
に
発
生

一

し
て
い
な
い
か
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

日

の

競

作

大

会

早

生

な

ど

七

優

良

産

米

品

種

最
近
、
産
米
の
改
良
が
強
く
叫
ば
れ

優
良
品
種
の
作
付
が
奨
励
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
転
換
期
に
あ
た
り
反
収
の
低

下
に
よ
り
農
家
収
入
の
減
少
が
懸
念
さ

れ
ま
す
の
で
、
奨
励
品
種
の
収
獲
量
の

向
上
と
技
術
の
普
及
を
は
か
る
た
め
優

良
産
米
の
競
作
大
会
を
次
の
よ
う
に
行

い
ま
す
。

多
く
の
方
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す

O
出
品
品
種

ホ
ウ
ネ
ン
早
生
、
越
路
早
生
、

ヨ
モ
ヒ
カ
リ、

黒
部
一
号
、

万
両
、
山
陰
一

七
号
、
新
大
正
も
ち

。
参
加
資
格
と
条
件

水
田
耕
作
三
0
ア
ー
ル
以
上
の
耕
作

者
で
、
競
作
田
は
原
則
と
し
て
一

0

ア
ー
ル
以
上
、

隼
数
は
三
筆
以
内
、

各
筆
同

一
品
種
で
同

一
耕
作
法
で
あ

こ
と
。

。
審
査
審
査
委
員
会
で
審
査
し
ま
す
0

0
表
彰
平
生
、
中
生
、
晩
生
の
三
部
に
分
け

て
、
そ
れ
ぞ
れ
て
二
位
各

一
点
と
、

そ
の
ほ
か
技
術
賞
、
努
力
賞
を
若
干

表
彰
し
ま
す
。


